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剰余金の配当および配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 22 年 10 月 28 日開催の取締役会において、平成 22 年９月 30 日を基準日とする剰余

金の中間配当（第２四半期末配当）を行うことを決議するとともに、平成 22 年５月 13 日に発表いた

しました平成23年3月期の期末配当予想を修正いたしましたので、次のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 
１．剰余金の配当  

 決 定 額 
直近の配当予想 

（平成22年5月13日公表）

前期実績 

（平成 22 年３月期） 

基準日 平成 22 年９月 30 日 同左 平成 21 年９月 30 日 

１株当たり配当金 ４円 00 銭 ３円 00 銭 ３円 00 銭 

配当金の総額 403 百万円 － 302 百万円 

効力発生日 平成 22 年 12 月３日 － 平成 21 年 12 月４日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

２．配当予想の修正 

 １株当たり配当金 

 第２四半期末 期 末 合 計 

前回予想 

（平成 22 年 5 月 13 日公表） 
３円 00 銭 ３円 00 銭 ６円 00 銭 

今回修正予想 － ４円 00 銭 ８円 00 銭 

当期実績 ４円 00 銭 － － 

前期実績 

（平成 21 年３月期） 
３円 00 銭 ３円 00 銭 ６円 00 銭 

３．理由 

当社は、利益配分につきましては、将来の事業展開に備え経営体質の強化を図るとともに、業績

および配当性向等を総合的に勘案し、継続的かつ安定的に配当を実施していくことを基本方針と 

しております。また、中期経営計画期間における配当につきましては、連結配当性向 20～30％を   

基準としております。 

当期におきましては、第３四半期以降、経営環境が厳しくなることが予想されますが、引き続き

コスト削減による経営体質を強化する一方、鋼板類の高付加価値材を中心とした拡販に注力するこ

とにより、当期業績予想の達成が見込まれます。 

以上を踏まえ、第２四半期末の剰余金の配当および期末の配当予想を、１株当たりそれぞれ１円

増配して４円とし、年間配当金を８円にする予定です。 

以 上  


